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３．保温工事

1１．機材

２．工法
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１．機材

本工事で使用する機材（保温材・補助材・外装材等）は以下のものとする。

	工種・用途
	材料名
	材質・寸法・工法

	鋼管

(給水・温水)
	GW保温筒
	GW25mm

20,40,50A

	〃
	鉄線
	

	〃
	原紙
	

	〃
	アルミガラスクロス粘着テープ
	

	〃
	きっ甲金網
	色：白

	
	
	

	
	
	

	長方形ダクト

(換気)
	RW保温板1号
	RW50mm

	〃
	絶縁座金付鋲
	65mml

	〃
	カラー亜鉛鉄板
	ｔ=0.35mm

色：グレー

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


２．工法

本工事の着手にあたっては、以下の工法で施工を行い、請負人による確認を行うものとする。

（必要に応じて、施工要領書を添付する）

材料及び施工順序

	配管用途
	施工場所
	材料（施工順序）
	備考

	給水
	機械室露出
	①GW保温筒（t=25mm）

②鉄線

③原紙

④ALGC
	

	換気

(長方形ダクト)
	屋内露出
	①GW保温板

②鋲

③カラー亜鉛鉄板
	色：白(壁面に合わせる)

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	※記載内容（保温工事）

　

　保温・断熱の施工範囲

各施工箇所の材料、施工順序（上記表参考）

　屋内露出部の外装(外装材・色等)

　配管支持・固定部の保温方法

　ヘッダー・タンク類の保温方法

　VOC対策　　　　　　　　　

etc　…




品質管理にかかわる以下の内容については、目視又は視触による確認を行う。また撮影内容と範囲は以下のとおりとする。（該当するものに●をつける）

	
	確認する内容
	写真の撮影範囲

	
	
	最初の

一工程
	全箇所
	その他

	○
	一般事項
	配管の錆止塗装、圧力試験の完了確認
	○
	○
	○

	○
	〃
	断熱・保温の施工範囲
	○
	○
	○

	○
	〃
	各施工箇所の保温種類、厚さ等
	○
	○
	○

	○
	〃
	断熱貫通部の補修状況
	○
	○
	○

	○
	〃
	被施工面の付着物等の除去、清掃
	○
	○
	○

	○
	〃
	保温筒の取付、固定、締付
	○
	○
	○

	○
	〃
	曲り部の成形エルボの使用
	○
	○
	○

	○
	〃
	保温材の防湿、防水(ポリエチレンフィルム)
	○
	○
	○

	○
	〃
	外装材の仕上げ方法
	○
	○
	○

	○
	〃
	外装用テープの巻き方向、重なり幅、固定
	○
	○
	○

	○
	〃
	金属板外装の継ぎ、ひも出し
	○
	○
	○

	○
	〃
	露出箇所の見切り、床貫通処理
	○
	○
	○

	○
	〃
	掃除口、点検口、扉等の作業性の確保
	○
	○
	○

	○
	〃
	バルブ類の施工範囲
	○
	○
	○

	○
	〃
	ヘッダー、タンク類の保温状況
	○
	○
	○

	○
	配管支持部
	支持金物に対する保温材の納まり
	○
	○
	○

	○
	浴室、プール
	多湿箇所への配慮
	○
	○
	○

	○
	排煙ダクト等
	高温時の保温材の耐久性
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○

	○
	
	
	○
	○
	○
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